東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成28年11月17日(木)　　　　　　　　　　司会：天間　静香　記録：佐々木　真貴子

	高橋
	前田
	松村
	天間
	澁谷
	畑中
	西村
	上野
	織田
	佐々木（志）
	成田

	休
	休
	休
	○
	準
	○
	研
	深
	研
	休
	休

	鳥谷部
	下野
	中野
	工藤
	加藤
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村
	水上

	○
	○
	深
	○
	準
	○
	準
	○
	深
	○
	○

	吉田
	佐々木

（孝）
	
	
	
	　
	
	
	
	
	

	休
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞　

・年末調整を11/17（木）より配布いたしますので、期日までにご提出をお願い致します。
尚、『平成28年分給与所得者の扶養控除申告書』より、本人及び扶養者の方のマイナンバー記載欄が設けられましたので、必ず記載をお願い致します。
＜患者様連絡事項＞　
・原　　美穂　様～11/21　11:30、診察後に退院となる。退院時処方とあおぞらクリニックの予約をして下さい。
・金田　勇治様～家族より退院後は施設入所をさせたいとの相談あり。11/26(土)病棟スタッフ、PSWと面談予定となっている。

＜隔離･身体拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。衣類や私物の要求頻回で、声高さや指示的口調あり。男性スタッフ付添いで入浴実施している。薬剤調整で減薬（酸化マグネシウム330　6Ｔ→3Ｔ）となったことに不満を漏らしている。引き続き、症状の観察と沈静が図れるよう看護介入していく。
・續石　啓介様～身体拘束中。エプリッチは不食。発注した菓子が届かないと不満を漏らしている。引き続き、精神症状の観察と早期の処遇改善を目指し、安全な療養が送れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・中村　三千代様～37℃前半の微熱は続いている。食事量は1/2～2/3程度とムラあり。エプリッチは摂取拒否している。オムツに排便、排尿（＋）。ご家族より、トイレ誘導して欲しいと要望あり、便座からの転落等に注意し対応してください。
・南雲　弘子様～池野　功一様の居室へ二度ほど入っていく事があり介入。池野様に握手を求め、介入したスタッフに、「仲直りしたの…」と話している。他者とのトラブルに注意していく。

・池野　功一様～南雲　弘子様から干渉あり。警戒してホールのトイレを使わず、3度も居室前のホールに放尿している。他者とのトラブルに注意していく。

・小笠原　澄子様～ホールで雑誌を見ていたが、突然「隣の若夫婦が殺すって言う・・」と幻聴、妄想に左右された発言あり。

・丹波　清様～バイタル異常なし。各食1/2～1/3程度摂取。「ご飯食べ過ぎたようだ…ち

ょっと腹が張る」と話しているが腹痛の訴えはない。腹部膨満著明。歩行時の息切れみられる。

＜伊藤Dr診察＞

・藤井　孝蔵　様～表情硬く妄想に左右された発言がある。リスペリドンOD（0.5）2T止めとなり、他は同内容で7日分処方となる。

・原　　美穂　様～入院前にあった「ネットに悪口を書かれている。」などは友達から聞いたと話し、色々あり（息子様・自身の父の事）疲労から、「おかしくなっていた。」と振り返っている。当面は服薬を続ける事を説明し、了解している。初外来日は家族と話し合い、病棟看護師へ伝えるよう促す。11/21　11:30診察し、退院時処方とあおぞらクリニックの予約をして退院となる。

・谷崎　　遥　様～調子は良かったり悪かったりで飲酒要求があり苛々するとの事。幻聴は落ち着いている為、臨時薬は同内容で7日分処方。栃木のダルクへは「行きたくない。」と話す。理由として、「飲まない自信が出来た。」と言い生活保護に引け目を感じたり、薬物依存ではないと話す。見学だけでもしてみるよう促されている。

・中村　三千代様～幻視はなくなったとの事。オランザピンODが止めとなり、他は同内容で4日分処方。食事が摂れる様になったら退院調整していく。

　　　　　　　　　熱の経過を見たいため、インフルエンザ予防接種は保留の指示。

・川崎　広幸　様～臨時薬は同内容で6日分処方となり、以後定期。時折、気分の落ち込み、ソワソワ感、落ち着かない事があると話す。不安時の継続指示

　　　　　　　　　ロラゼパム（本人持参薬）服用可となる。

・丹波　清　　様～呼吸苦の訴えがある。腹水はあるが両下肢・足背の浮腫は軽減しているため利尿薬は継続。その他の臨時薬も同内容で7日分処方。

　　　　　　　　　食事は食べれる範囲でと本人へ伝えている。

　　　　　　　　　インフルエンザ予防接種は接種可との事。

＜皮膚科＞

・續石　啓介様～処置(両趾:エルタシン止め、エキザルベ薄く塗布、仙骨部:デルモゾールDP軟膏塗布)変更となっている。

・沢村　まさえ様～処置変更(エキザルベ止め)となっている。

・佐羽内　裕亮様～右手掌の表皮剥離拡大あり、テルビナフィンクリームへ変更となっている。

・関川　良雄様～八戸赤十字病院受診中であるため皮膚科終了。

＜新入院患者様＞

・大崎　トシ 様（78）

　病名：アルツハイマー型認知症

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr　　　外来担当：田名部Dr

（経過）

10年程前より物忘れの症状があった。その頃より万引きをすることがあり、注意を受けることや罰金を家族が支払うなど行っていた。H26年頃には言動のつじつまがあわないことを家族が感じ、H27年1月頃におっとも脳神経クリニックを受診。検査の結果、脳の萎縮が軽度であるため内服薬をすすめられ服用。家族の見守りが十分ではなく、介護保険などの申請も行われていない状況であった。H28.11.6、近所のスーパーで万引きをし、警察に逮捕・拘留。今回、認知症の症状が考えられ、自宅での対応も困難であるため、当院での治療を希望。H28.11.17当院受診し、1回目の入院(医療保護)となる。

　家族付き添いにて東病棟Aユニットへ入院となる。声掛けには疎通良好で表情穏やか。バイタルサイン異常なし。昼食も全量摂取している。
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